
スカラネット・パーソナルからの在学猶予願 提出方法について 

 
■この手続きの対象者 

奨学金の貸与終了（辞退、満期終了）後、大学に在学している場合（以下の①～③に該当する場合）、在学
猶予願を提出することにより卒業（修了）予定期まで返還期限が猶予されます（在学猶予）。在学猶予を希望
する方は、最終振込月の翌月以降、速やかに下記に沿って在学猶予願をweb入力により提出してください。 
① 奨学金を辞退した、または休学をして年度途中で満期終了となりその後も大学に在籍している 
② 留年により卒業期が延期となった（※1年ごとに在学猶予願の提出が必要） 
③ 南山大学・大学院へ入学（進学）する前の学校で奨学金を借りていた 

 
■スカラネット・パーソナルURL・QRコード（未登録の場合は新規登録が必要） 

 
 

               
 
  
 
 
 
■提出方法（特に注意が必要な画面抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/   

ログイン後の手続き選択画面 
↓ 

「各種届願・繰上」タブどちらかをクリック 

ワンタイムパスワードを発行・送信し、 
① 各種届種別選択で「2. 在学猶予・期間

短縮願出」を選び、 
② 「在学猶予願」を選択し次へをクリック

し、先に進む 
 

②  

①  

１ 

２ ３ 

在学猶予願を提出されないと辞退（満期終了）後、７か月後から返還が開始されます 

https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
  
 
 
 
 
      

       

 

 

 

 

 

学校種別：現在在学中の種別を選択する 
学部生は【☑ 大学】 

※大学から院に進学した場合は【☑ 大学院】 

 
① 学校番号 ：半角数字 6 桁－区分コード 2 桁 

学部・大学院生  305010  － 01  
法務研究科のみ  305010  － 60 

 
② 学校名（カタカナ）：ナンザン 

 
③ 学校名（漢字）   ：南山 

③ 

①  

②  

修了予定年月は、入力時点で最短の卒業・修了予
定年月となる。在学（猶予）年数・月数もそれに基
づき、年月数を計算・入力する。 
例のように 2016/9 に辞退し、修了予定年月が
2019/3 の場合、辞退翌月から最短の卒業予定
年月までを数えると、在学（猶予）年数・月数は
『２年６ヶ月』となる。 
※在学猶予願の提出月から卒業予定年月ではあ
りません。 

（例）2015 年4 月に入学して 2016 年 9 月に辞退した場合の入力方法 

標準修業年限： 
◆ 学部生は全員『４』 
◆ 大学院生↓ 
① 修士（博士前期課程、修士課程）：『２』 
② 博士（博士後期課程）：『３』 
③ 法務研究科：標準『３』、既修『２』 

  

願出事由：選択に迷う方は下記★参照 

省略しない！9 ケタで入力 

5 年以上在籍している人は入力注意！ 

①  

①  

②  
②  

③  
③  

４ 

５ 

★ 
進学：他大学から南山大学へ進学したとき、 

学部から修士課程に進学したとき 

休学：休学または休学留学により卒業延期となったとき 
例）2015/4入学、2016/4～2016/9（第1、2Q）
休学し2017/3辞退した場合、休学期間の分卒業期
がずれる。休学していなければ修了予定年月は
2019/3 となるが、このケースの場合修了予定年月
は「2019年9月」となり在学（猶予）年数・月数は「2
年 6 ヶ月」となる。 

※辞退月＝最後の振込があった月のことです 



 

 

 

入力後、内容に間違いがないか確認し、送信します 

送信すると、受付完了画面になり、終了です。 
提出後はスカラネット・パーソナル「全体概要」画面のお知
らせ欄に処理状況が表示されます。 
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■手続き状況の確認 
在学猶予願の提出(入力)が完了すると、大学が入力内容を確認し、日本学生支援機構へ提出します。 

入力された情報に誤りがある場合は大学側で訂正処理を行います。大学の処理状況や日本学生支援機構での最終
的な猶予状況・猶予期間終了月はスカラネット・パーソナルで確認できます。 
なお、スカラネット・パーソナルから在学猶予願が提出できない場合は所定の様式で提出が必要となりますので、

学生課までご来課ください。 
 
※繰上返還を考えている方は、必ず在学猶予願が承認されたことを確認してから手続きを行ってください。 

第二種奨学金（有利子）の場合、承認後に申込みされないと利子を含んだ状態で返還することになります。 
ご注意ください。 

※ 

※奨学金を辞退し、在学猶予願を提出したのち、修了(卒業)予定年月より前に
退学した場合、返還の猶予をできる期間が変わります。変更の処理が必要とな
りますので、速やかに学生課まで申し出てください。 


